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１. 推進体制 

本市の文化財の保存・活用は、下表に示した体制により実施している。引き続き、本計画に基づく取

組について、市民（所有者、管理者等）、団体（地区まちづくり協議会、文化財関連団体等）、専門家（文

化財保護審議会、大学等）、行政（市、国、県等）の全員が力を合わせて取り組んでいく。 

 

 

図 8-1 本計画の推進体制 
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表 8-2 文化財の保存・活用の体制（令和５年現在） 

行政 

掛川市 

■文化・スポーツ振興課  文化財係 職員数 5 名（うち専門職員 3 名：考古 2、歴史 1） 

業務内容：文化財行政の企画・調整、文化財の保護・保存、文化財施設の管理運営等 

■行政課 

業務内容：文書事務、条例・規則、公平委員会、情報公開等 

■人事課 

業務内容：市職員の人事管理、職員研修等 

■財政課 

業務内容：予算編成、執行管理、財政計画の策定・管理等 

■企画政策課 

業務内容：市政の基本施策、総合計画、国土利用計画、広域行政、組織機構等 

■広報・シティプロモーション課 

業務内容：広報かけがわの発行、SNS、シティプロモーションの推進等 

■DX 推進課 

業務内容：市ホームページ運用、デジタル化の推進等 

■生涯学習協働推進課 

業務内容：生涯学習、地区まちづくり協議会、市民活動の推進 

■産業労働政策課 

業務内容：商業振興、中心市街地活性化等 

■観光交流課 

業務内容：観光振興、観光事業の計画と実施、観光行事と観光施設の宣伝紹介等 

■農林課 

業務内容：農業施策の総合企画・調整、農産物(茶を除く)の生産振興、森林整備、林業振興等 

■お茶振興課 

業務内容：茶の生産振興・消費拡大、緑茶効能の研究及び普及、世界農業遺産 

■都市政策課 

業務内容：都市計画決定・変更、都市景観、土地利用、開発行為申請等 

■土木防災課 

業務内容：街路整備、公園整備、道路・橋梁の工事施工、土木施設の災害復旧等 

■危機管理課 

業務内容：防災・減災対策及び災害対策、防災訓練等 

■教育政策課 

業務内容：人づくり構想かけがわ、教育施設の維持管理・整備、社会教育、公民館活動等 

■学校教育課 

業務内容：小中学校の教育課程・学習指導、教育情報化の推進等 

■図書館 

業務内容：各図書館の管理運営、図書館資料の収集管理、郷土資料の調査等 

■消防総務課 

業務内容：消防機械器具の管理、警防に関する企画及び訓練等 
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関係施設 

■大須賀歴史民俗資料館 

業務内容：民具の保存・活用、施設管理 

■埋蔵文化財センター  

業務内容：出土遺物の整理と資料化、施設管理、収蔵品の展示・公開等 

■中央図書館、大東図書館、大須賀図書館 

業務内容：カウンター業務、図書館講座・各種行事の開催、図書館資料の充実、展示等 

国、県、域外の関係機関 

・国（文化庁） ・文化財防災センター 

・静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課 ・静岡県立中央図書館 

・近隣市町（袋井市、菊川市、島田市、磐田市、森町等） 

団体 

・各地区のまちづくり協議会 

・掛川観光協会 

・掛川商工会議所 

・ふじのくに文化財保存・活用推進団体（以善会、川坂屋の会、静岡県立横須賀高等学校郷土芸能部、

平塚古墳保存会、松ヶ岡を愛する会） 

・無形民俗文化財保存団体（かんからまち保存会、三社祭礼囃子保存会、地固め舞いと田遊び保存会、

八坂神社祭典保存会、垂木の祇園祭保存会、遠州横須賀三熊野神社祭礼保存会、紺屋町木獅子の舞

保存会） 

・中村砦城山保全会、和田岡古墳群美化ボランティア「古墳スマイル隊」 

・掛川市観光ボランティアガイド(猫の手の会)、高天神城観光ボランティアガイドの会 

・掛川城戦国おもてなし隊 

・掛川地方史研究会、大須賀郷土研究会、原谷史学習会、報徳文化研究所（古文書整理） 

・掛川茶手揉み保存会、遠州祭り囃子保存会中遠竹友会、遠州横須賀倶楽部 

・大日本報徳社 

専門家 

■掛川市文化財保護審議会 

審議事項：文化財の保存・活用に関する重要事項 

組織：委員 10 人以内（学識経験を有する者、関係行政機関の職員） 

■大学等研究機関 

・静岡大学 ・静岡文化芸術大学 ・静岡理工科大学 ・常葉大学 

・静岡県立美術館 ・ふじのくに地球環境史ミュージアム ・静岡県埋蔵文化財センター  

 

２. 計画の進捗管理 

進捗状況の管理、課題、評価については、本計画の実施状況と文化財を取り巻く社会的な要因の変化

を踏まえ、内部評価委員会を設置し、定期的に報告し、意見を求める。また、有識者で構成する外部評

価委員会を設置し、必要に応じて評価を求める。事務局は、文化・スポーツ振興課文化財係が担い、市

民、団体、専門家、行政がそれぞれの役割を認識し、計画を推進する。  
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３. 作成体制・経緯 

（１）作成体制 

本計画の作成にあたり、文化財関係団体の代表者、学識経験者などにより構成される「掛川市文化財

保存活用地域計画作成協議会」（以下、協議会という）及び庁内の関係部署の職員による「掛川市文化財

保存活用地域計画庁内検討委員会」(以下、庁内検討委員会という)を組織し、計画案の検討や意見聴取

を行った。 

また、多様な主体が参加する文化財の保存・活用の計画とするため、協議会メンバーの自主的な活動

の場として、計画に関わる主要なテーマについて学び合う「勉強会」と「ワークショップ」を開催した。

一方、庁内検討委員会では、計画案に関する庁内の各施策との整合を確認するため「庁内ワーキンググ

ループ」を設置した。 

なお、協議会、庁内検討委員会、ワークショップ、庁内ワーキンググループの事務局は文化・スポー

ツ振興課が務めた。 

さらに、より広く市民の意見を取り入れるため、各地区のまちづくり協議会を通じた文化財情報の収

集・整理、パブリックコメントを実施した。掛川市文化財保護審議会での意見聴取も行った。定期的に

文化庁の指導・助言、県文化財課からの助言を受けて成案とした。 

 

 

  図 8-3 本計画作成の体制 
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■ 掛川市文化財保存活用地域計画作成協議会 名簿  

氏名 分野 役職等 

新妻 淳子 建築 
静岡文化芸術大学デザイン学部デザイン学科准教授 

掛川市文化財保護審議会委員 

貴田 潔 歴史 静岡大学人文社会科学部社会学科准教授 

小野寺 啓 ICT（情報発信） 映像制作会社「・・」（カギカッコ）代表 

中村 弘美 地域代表 西山口地区まちづくり協議会元副企画委員長 

松本 一男 文化財所有者 公益社団法人大日本報徳社専務理事 

芳川 翠 観光・情報発信 地域おこし協力隊 

北村 延子 観光 掛川観光協会事務局 

武藤 太郎 郷土史研究（掛川） 掛川観光協会会員、株式会社 武藤  

藤田 理恵 郷土史研究（大東） 佐束地区まちづくり協議会 元広報紙担当 

岡田 昇 郷土史研究（大須賀） 大須賀郷土研究会理事、掛川観光協会・大須賀支部理事 

小坂 美雪 文化財行政 静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課課長 

事務局 掛川市文化・スポーツ振興課 

 

■ 掛川市文化財保護審議会 名簿 

氏名 分野 所属等 

日比野 秀男 美術・工芸 常葉大学名誉教授 

小杉 達 民俗文化財 磐田市文化財保護審議会委員 

柴 正博 自然科学(化石) ふじのくに地球環境史ミュージアム客員教授 

岩崎 鐵志 書跡・歴史一般 静岡県立大学名誉教授 ＊任期：令和４年度まで 

松本 稔章 歴史一般 静岡県経営管理部総務局文書課（県史編纂） ＊任期：令和５年度～ 

平野 吾郎 考古学 磐田市文化財保護審議会委員 ＊任期：令和４年度まで 

鈴木 敏則 考古学 一般社団法人浜松史蹟調査顕彰会専門委員 ＊任期：令和５年度～ 

高林 晶子 美術・展示一般 富士山かぐや姫ミュージアム主幹 

新妻 淳子 建造物 静岡文化芸術大学デザイン学部准教授 

浅見 佳世 天然記念物 常葉大学社会環境学部准教授 

 

■ 掛川市文化財保存活用地域計画庁内検討委員会 部局名 

理事兼総務部長 

   財政課長 

企画政策部長 

 企画政策課長 

広報・CP 課長 

協働環境部 

生涯学習協働推進課長 

産業経済部長 

観光交流課長 

農林課長、お茶振興課長 

都市建設部長 

 都市政策課長 

危機管理監 

 危機管理課長 

教育部長 

 教育政策課長 

 

 

■ 掛川市文化財保存活用地域計画庁内ワーキンググループ 課名  

企画政策課 経営戦略係長 観光交流課 主幹兼観光交流係長 都市政策課 主幹兼計画・土地利用係長 

広報・ＣＰ課 CP・移住促進係長 農林課 農産係長 危機管理課 主幹兼危機政策係長  

生涯学習協働推進課 協働推進係長 お茶振興課 主幹兼お茶振興係長 教育政策課 主幹兼教育政策係長 
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（２）作成の経過 

■ 令和４年度 

年月日 会議等 

令和４年６月６日 庁内検討委員会・庁内ワーキンググループ 

    ６月24日 掛川市文化財保護審議会 

    ７月８日 第１回協議会 

    ７月25日 文化庁協議 

    ８月１日 勉強会（協議会の進め方、文化財の定義について） 

    ８月23日 第１回ワークショップ（文化財保存活用地域計画について） 

   ９月９日 第２回ワークショップ（「文化財」について） 

    ９月27日 第３回ワークショップ（文化財の現状について） 

    10月24日 第４回ワークショップ（掛川城周辺現地見学） 

    11月11日 文化庁協議 

    11月14日 第２回協議会 

    12月13日 第５回ワークショップ（計画の対象範囲、課題について） 

令和５年２月３日 庁内ワーキンググループ 

２月15日 庁内検討委員会 

２月17日 掛川市文化財保護審議会 

２月21日 第３回協議会 

３月３日 文化庁協議 

 

■ 令和５年度 

年月日 会議等 

令和５年５月29日 掛川市文化財保護審議会 

６月５日 第４回協議会 

６月16日 文化庁協議 

９月１日 第5回協議会 

９月19日 文化庁協議 

９月28日 庁内検討委員会・庁内ワーキンググループ 

10月５日 市長・副市長協議 

10月10日 部長会 

10月18日 庁議 

10月20日 第６回ワークショップ（松ヶ岡の活用について） 

11月７日 全員協議会 

11月９日～12月８日 パブリックコメント 

12月18日 第6回協議会 

12月22日 掛川市文化財保護審議会 
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12月27日 市長・副市長協議 

令和６年１月９日 部長会 

１月18日 庁議 

２月７日 全員協議会 
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